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1. 以下の空欄を埋めよ。

○グラフ

　グラフは（　　　　）の集合と（　　　　）の集合で表され，それぞれを記号G, V, E で表したとき，（　　　　　　）と書く．

　辺に向きのあるグラフを（　　　　　　　），向きのないグラフを（　　　　　　　）という．

○（　　　　）つきグラフ

　辺は属性として（　　　　　）を持つことがある．（　　　　　），（　　　　）と呼ぶこともある．

○グラフ用語

　頂点間を結ぶ経路のことを（　　　　）という．英語では（　　　　　）という．
　頂点からその頂点自身までの経路が存在するとき，その経路を（　　　　　）という．

　上記のような経路を含まないものを（　　　　　）という．

　木 (tree) は，（　　　　）のない（　　　　　　）である．

○（　　　　）

　頂点に接続される辺の数のことである．

　有向グラフの場合は，その頂点に入ってくる辺と出ていく辺を区別し，それぞれの数を（　　　　　），（　　　　　）と呼ぶ．
○計算量
　ある頂点数において，最も辺の数の多いグラフを（　　　　　　　）という．

　その場合の辺の数は，頂点数をnとしたとき，無向グラフで（　　　　　）である．
○（　　　　）行列

　頂点間に辺が存在する場合は1，そうでない場合は0を割り当てた行列．

　重みつきグラフの場合は，その辺の重さを割り当て，辺がない場合は（　　　）の値を割り当てることで，グラフを表現できる．

○グラフの（　　　　）

グラフ全体を組織的に調べ，すべての頂点や辺を辿ること．
この過程でそれぞれの頂点を調べに行くことをその頂点の（　　　　　）と呼ぶ．
○（　　　　）優先探索

一つの道を選んでいけるところまで行き，進めなくなったら引き返して別の道を選ぶ探索法．

深い頂点（いま訪問した頂点の（　　　　））が優先なので，訪問候補を入れるデータ構造としては（　　　　　）を使う（後から入れたもの優先のデータ構造）．

○（　　　　）優先探索

開始頂点からの深さが等しいものから順に調べていく探索法．

浅い頂点（いま訪問した頂点の（　　　　））が優先なので，訪問候補を入れるデータ構造としては（　　　　　）を使う（先に入れたもの優先のデータ構造）．

2. 質問や授業に対する要望がある場合は余白を使って自由に書いてください｡
































































































